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This study documents how Japanese language teachers replaced traditional face-to-face classes 
with online lectures during the COVID-19 pandemic. In addition, the cases were analyzed within the 
framework of the Equivalency theory, a distance education theory, to examine the issues in shifting 
classes online. The paper discusses three case studies of an overseas high school, a university, and a 
private Japanese language school. 

 

1.背景と目的 
「無理はしないで同じ形を目指さないこと：平時

に戻るまでの遠隔授業デザイン」は，2020 年 4 月

17 日に当時日本教育工学会会長であった鈴木克明

氏が国立情報学研究所のサイバーシンポジウムで行

った講演のタイトルである1。コロナ禍への緊急措

置として授業のオンライン化を余儀なくされたこの

時期，多くの教師がまず試みようとしていたのは，

対面授業をそのままの形でオンライン授業に移し替

えることであっただろう。そこでは，オンライン授

業では対面授業と同じことができないことが壁とな

り，教師は不安や不満を感じていた。そのような状

況に対し，「無理をしないこと」「同じ形ではなく同

じ価値を追求する」「大切なのは学生が学び続ける

 
1 国立情報学研究所は 2020 年 3 月 36 日から「4 月か

らの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシ

ンポジウム」を継続的に実施している。鈴木克明氏の

講演は第 4 回目に発表されたもので，「平時に戻るま

での遠隔授業のデザイン 7 か条」が提案されている。

これまでの講演の映像と資料は下の URL に掲載され

ている。https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/（2021 年

12 月 1 日閲覧） 

こと」「平時になっても使えるオンラインの要素を

探す」などのメッセージは，授業のオンライン化を

迫られ，戸惑いの中にいた教師にとっての指針とな

り，大きな心の支えとなるものであった。 

一方，2020 年 9 月 12 日の教育工学会 2020 年秋

季全国大会のシンポジウムにおいてオープンエデュ

ケーション研究の第一人者である重田勝介氏は，コ

ロナ禍を受けて実施されているオンライン授業はそ

れまでの大学教育の「代替」2にすぎず，教え方や

学び方に変化を起こすに至っていないと指摘した

（重田 2020）。鈴木（2021）も，コロナ禍で強いら

れた大学のオンライン授業は，従来の対面授業をそ

のままの形で学生のいない教室から配信するリアル

タイム型授業と録画授業を配信するオンデマンド型

が多数を占めたと指摘している。オンライン授業は，

 
2 教育における ICT 活用のレベルを 4 段階に分けて整

理した SAMR モデル（Puentedura 2010 他）の用語で

ある。4 段階の名称は下から「代替」「拡大」「変形」

「再定義」と訳されている（三井 2014）。一番下の

「代替」は従来の授業やツールをそのまま置き換えた

だけで，機能的な拡大が見られないレベルである。 
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時間と場所の制約を超えていつでも，どこでも学べ

ることから，学びの機会の拡張をもたらす可能性を

秘めた教育形態である。また，授業のオンライン化

は教員が一方向に「教える場」から学生が主体的・

対話的に「学ぶ場」へと授業の位置づけを変換させ

ることも期待されている。このような観点から，対

面授業をそのまま移し替えるだけになっている状況

に疑問が呈されたわけである。「同じ形」ではなく

「同じ価値」を目指すことが推奨される中，多くの

教育現場が「同じ形」を目指していたことがうかが

える。では，筆者らが携わる日本語教育の現場では，

どのような状況だったのだろうか。 

日本語教育に限らず，言語教育分野では，従来の

対面授業において一方向の講義形式の授業を行うこ

とはあまりなく，教員の質問に対する口頭での応答

や教師のモデル発話を繰り返す練習など，学生に反

応を要求する練習が多い。また，ペアワークやグル

ープワーク，ロールプレイ，プレゼンテーションと

ディスカッションなど，学生同士で双方向のやり取

りをする活動も多用されるのが一般的である。言語

教育では，目標言語を知識として教えることではな

く，言語が運用できる能力，言語で自己実現や問題

解決，批判的思考ができる能力等を育成することが

目的となるためである。このように教師と学生や学

生同士のやり取りが多い日本語の対面授業は，どの

ようにオンライン授業への移し替えが行われたのか。

それは，従来の対面授業の代替にすぎなかったのか。

あるいは，方法は異なっていても，従来の授業と同

等の価値を持つ活動になっていたのか。 

筆者らは，日本大学大学院総合社会情報研究科文

化情報専攻の在校生・修了生と共に，日本国内外の

日本語教育の現場で授業のオンライン化にどのよう

に取り組んだかの事例を記録し，オンライン授業の

課題や意義を探る試みを続けている（保坂・小林他 

2021，保坂・犬伏他 2021）。保坂・小林他（2021）

では，日本国内の大学，専門学校，日本語学校にお

いて，日本語教師がコロナ禍に対してどのように対

応したかの事例を報告した。また，保坂・犬伏他

（2021）では，海外の大学や海外向けの日本語講

座におけるコロナ禍への対応を CMC（Computer 

mediated communication）を用いた遠隔教育で検討

されてきた「プレゼンス理論」の観点から振り返っ

た。本稿では，「同じ形ではなく同じ価値を追求す

る」ことを重視する「同価値理論」の観点から，海

外の高校，予備教育課程，民間の日本語学校の事例

3 件について，従来の授業からオンライン授業への

移し替えがどのように行われたのかを検討する。本

稿の目的は，日本語教育の現場における授業のオン

ライン化で見られた課題を探ることである。 

 
2.同価値理論とは 
「同価値理論（Equivalency theory）」は，遠隔教

育を支えてきた理論の一つである。1999 年にサイ

モンソンが提唱した理論で，ICT の発達で双方向の

コミュニケーションが容易になって，遠隔地の学生

が教室にいる学生とほぼ同じように学ぶことができ

るようになったこと，また，バーチャル教室も可能

になって遠隔教育と従来の教育の区別が曖昧になっ

たことを背景に生まれた（Simonson 1999, Simonson 

et al. 1999）。この理論では遠隔地にいるか教室にい

るかに関わらず，全ての学生の学習経験を全体とし

て「同等の価値」にするべきだとし，遠隔地と教室

の学生の学習経験を同一にすることを求めていない。

総体的な学習体験が同等になるならば，遠隔地と教

室の学生は同じ方法で学ぶ必要はないというわけで

ある。現在の状況に置き換えていうと，オンライン

授業は対面授業と同じ形にする必要はなく，同じ価

値を持つものにすることが重要だということになる。

冒頭で示した鈴木の「無理はしないで同じ形を目指

さないこと」はこの理論に基づいたメッセージであ

る。 

前述のとおり，コロナ禍という緊急事態に対して

オンライン化を余儀なくされた教師の多くがまず考

えたのは，対面授業をそのままの形でリアルタイム

に配信する授業であったとされる。Zoom 等の Web

会議システムを使えば，リアルタイムで授業を配信

するのは難しいことではなく，また，双方向のやり

取りも技術的に容易になっていたこともあり，同期

型の同時双方向授業がいち早く取り入れられたのだ

ろう。しかし，オンラインによる同時双方向授業で

は，技術的な問題で授業中の学生とのやり取りに時

間差が起きる，学生の理解や作業の確認が難しい，
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対面授業と同じようにテストができない，対面授業

のような臨場感がないといった問題が発生し，対面

授業と同じことができないという現実にぶつかった

教師からは，オンライン授業に対する不安や不満が

聞かれるようになる。そのような中で発せられた

「同じ形を目指さない」というメッセージは，教師

の心の負担を軽減する，まさに時宜にかなった提言

だったと言える。そもそも「同価値理論」は，コロ

ナ禍よりずっと以前に，放送教育に取り組む通信制

高校の教師や国外の遠隔教育者への支援を意図して

紹介されていた（鈴木 2000, 鈴木 2012）3。通信制

は通学制より劣る，遠隔教育は対面の授業より不利

であるという意識を持つ教師や生徒・学生にとって，

通学制や対面授業と同じ形のことをする必要がない

とするこの理論は，歓迎をもって受け入れられたと

いう。今回の状況においても，対面授業でできるこ

とがオンライン授業ではできないという教師の否定

的な気持ちに対し，同価値理論の考え方は発想を転

換する契機になったものと思われる4。 

では，「同じ形」ではなく，「同じ価値」を目指す

にはどうしたらいいのだろうか。サイモンソンは，

遠隔教育に対面教育と同等の価値を持たせるために

は，対面教育と同じ形を目指すのではなく，形を変

える必要があると主張している（Simonson 1999，

鈴木 2012）。「同じ価値」を持たせるために，教育

方法や学習方略を変えることを推奨しているわけだ

が，異なる方法で「同じ価値」になるようにするに

はどうすればいいのだろうか。鈴木は本稿冒頭のシ

ンポジウムで「違う手段でも同じ目標（＝価値）に

迫れる」と指摘し，常に学習目標に立ち戻ることを

提案している。つまり，授業の学習目標が同じであ

れば，元々の授業でもオンライン授業でもそこで得

られる学習成果は同じと見なすことができ，「同じ

 
3 鈴木（2012）は「同価値理論」と共にムーアの「交

流距離理論」を紹介している。 
4 日本語教育分野では，日本大学文理学部留学生・日

本語教育センターが 2020 年 3 月 24 日に開催した日本

語教育コース開設記念ワークショップ「大学院におけ

る日本語教師養成の現状と課題―国内外の日本語教員

養成プログラムを持つ大学の現状と課題についての報

告と討論―」において，筆者の一人保坂が「同価値理

論」を紹介している（田中 2021）。 

価値」を達成したことになるということである。こ

れに基づくと，授業をオンライン化する際に，従来

の対面授業で設定していた学習目標を変更しなけれ

ば，そこに到達するまでの授業方法を変えることで，

「同等の価値」は達成できる。授業を構成する指導

方法，学習方略，評価などはオンライン授業ででき

る方法に移し替えればいいわけである。同価値理論

は，考え方の方向性を示すもので，具体的な方策を

示してはいない。この学習目標を同一にし，学習活

動を組み直すという方策は，教育現場にとって大き

な指針だと言える。ただ，学習目標を同じものにす

るためには，元々の対面授業の目標が明確であるこ

とが求められる。従来の対面授業の学習目標が明確

でなければ，オンライン授業での移し替えは何を目

指すべきなのかが分からなくなる。授業のオンライ

ン化は，元々の対面授業の授業デザインについての

問い直しの機会にもなっていると言えるだろう。 

コロナ禍での急激な対面授業のオンライン化にお

いては，「同じ形」にしたくてもできないもの・で

きないことがあっただろう。その問題にぶつかった

教師はどのように対応していたのだろうか。それら

は，「同価値理論」に照らすと，どのように見なす

ことができるのか。移し替えられたオンライン授業

は従来の対面授業と「同じ価値」のものになってい

たのか。同じ価値を持たせることが困難だったこと

は何だったのか。また同価値以上の力を発揮したも

のがあったのか。本稿では，これらの問題意識に基

づき，日本国外の事例 3 件を検討し，オンライン授

業の課題を探る。 

  

3.事例 1：アメリカ公立中学校におけるコロ 
ナ禍対応（ゲイル久美子） 

3.1 はじめに 

筆者はアメリカバージニア州の公立中学で教鞭を

とっているが，2020 年 3 月 14 日の土曜日にメール

で学校閉鎖の連絡が来た。このメールにより，全校

（当学区は小中高あわせて，82 校のマンモス学区

である）がオンライン授業になる怒涛の 1 年が始ま

った。 

  

3.2 学校閉鎖とそれに伴う対応 
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3.2.1 2019-2020 年度 3 学期 

筆者の住むアメリカは学年度が 9 月に始まり 6 月

に終わる。そして，筆者の学校は 4 学期制5である。

新型コロナウィルス感染症（以下コロナ）による学

校閉鎖は 3 学期目の中盤（3 月中旬）というタイミ

ングであった。本校では，数年前から Chromebook6

が生徒 1 人に 1 台貸与されていたので，オンライン

授業に移行することはさほど問題がなかった。特に

筆者のクラスは，コロナ禍以前から，送信校と複数

の受信校をつないで全てをオンラインで行うハイブ

リッド形式の遠隔学習（Distance Learning，以下 DL）

を実施していた（ゲイル 2020）。参加する生徒は全

員 Chromebook で Zoom に似たシステムに接続する

授業形態だったので，学校が閉鎖したことによる授

業運営上の変化は，授業を受ける生徒がそれぞれ自

分の学校の教室にいるのではなく，自宅にいるとい

うことだけであった。しかし，学区全体が学校閉鎖

に突入する際，学区としての統一方針を示したので，

そのままの形態で DL を継続することはできなかっ

た。 

3 学期の後半（3 月末）は，月曜から金曜まで毎

日 1 時間を office hour として，質問などがあればい

つでもオンラインで教師につながることができる時

間が設けられた。また，生徒が自宅学習できるよう

に 1 週間分の課題がビデオ教材と共に Schoology と

いう LMS （learning management system） に上げら

れ，質問があれば office hour に来て聞くか，メール

や Schoology のメッセージ機能を使用して問い合わ

せるという形で進めていくことになった。筆者のク

ラスはコロナ禍前と同じ形態の授業ができる状態で

あったにもかかわらず，学区が出した授業運営の統

一方針に沿わなければならなかった。 

まず変更が必要だったのは，授業で教えていた部

分を，自宅学習用の動画にすることである。動画キ

ャプチャーの Screencastify や loom といったものを

使用して動画作成を行った。この時点では提出され

 
5 暦によって毎年異なるが，概ね 1 学期は 9 月～11 月

半ば，2 学期は 11 月半ば～1 月末，3 学期は 2 月～4
月初旬，4 学期は 4 月半ば～6 月半ばとなっている。 
6 Chrome OS 搭載のノートブックパソコンで動作が早

く安価 

た課題を採点して成績をつけており，自宅学習では

あるが，まだ授業として成り立っていた。ただし，

office hour に来る生徒はいなかった。 

4 学期目は office hour 以外にオンラインで授業の

時間も設けられた。学区の方針は，出席せずとも課

題の提出があれば出席とみなし，課題も新しいこと

は教えず復習のみとすること，このため成績もつけ

てはいけないというものであった。つまり，3 学期

終了時点での成績が最終成績となった。出席義務も

なく，授業内容は復習のみで成績もつかない状況だ

ったので，授業の時間に参加する生徒はいなかった。 

3.2.2 2020-2021 年度全学期 

2020 年 9 月に新年度の方針が示され，時間割が

大幅変更となった。1 日 6 科目が 3 科目に減らされ，

その分授業時間は 1 コマ 50 分から 75 分に延ばされ

た。さらに 4 学期制だったものを 2 学期制にして，

前半で主要教科ふたつと選択科目がひとつ，後半で

別の主要教科ふたつと選択科目ひとつということに

なった。毎週月曜は教員の準備日および office hour

として生徒の質問を受ける 1 時間が義務付けられ，

生徒は基本的に非同期で自宅学習に取り組み，火曜

から金曜は同期でのオンライン授業ということにな

った。また，生徒にも教師にも，学校が再開すれば

通学するオプション 1 と，学校が再開しても家から

授業に参加するオプション 2 のどちらかの選択が求

められた。学校が再開するかどうかは，コロナの感

染状況によるが，再開することになっても一度に生

徒全員を戻すのではなく，段階的に低学年から戻す

ことになった。 

筆者の勤務する中学が再開したのは，3 学期途中

の 2021 年 2 月末からであった。本校は 7，8 年生の

2 学年だけで構成されており，月曜は全生徒が非同

期の自宅学習を行い，火曜と水曜は 7 年生，木曜と

金曜は 8 年生のオプション 1 の生徒が通学してきた。

通学しない生徒はオンライン授業を受けた。この方

法で学校の建物にいる生徒数は通常の半分以下に抑

えられた。主要教科はオプション 1 用の対面授業と

オプション 2 用のオンライン授業に分けることがで

きたが，選択科目は教師の人数不足で，ハイブリッ

ドの状態であった。 

実際の授業は，Zoom か Google meet を使用した。
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教師は授業を進めながら，チャットに注意を払い，

画面で生徒の様子を見て，Securly7で生徒の画面を

見守るなど多方面に目配りする必要がある。これが

ハイブリッド状態になるとかなり頭が混乱する。筆

者のクラスは元々DL のクラスであったため，受信

校ごとに TA（teacher assistant）がいるので8，仕事

を分担することが可能であった。学校が再開した後

は，コロナ禍前と同じようにクイズ，テスト，口頭

試験も再開したが，紙媒体は使わず，Google フォ

ームなどを使用して実施した。 

 

3.3 今回直面した問題について 

筆者はもともとオンラインで DL を実施していた

ので，今回の学校閉鎖でも他の教師に比べれば変化

が少なかった方である。しかし，生徒が TA のいる

教室にいるのと，各家庭にいるのとでは全く違った。

今回直面した問題について記しておきたい。 

コロナ禍前は受信する生徒が学校にいるので TA

が同じ教室にいる。そのため，①生徒の見守りがで

きる，②紙媒体の教材を渡すことができる，③テク

ニカルな問題があれば TA が手助けできる，という

状況であった。しかし，コロナ禍では生徒が家にい

るので，以下のような問題が浮かび上がった。①生

徒の見守りができない（Securly 導入によりある程

度は改善されたが，生徒がコンピュータの前からい

なくなる）。②生徒自身が授業に集中できない（テ

レビやゲームが手の届くところにある，兄弟の世話

をしなければいけない，電話がかかってくる）。③

生活音がマイクから拾われる（他の兄弟も横で授業

を受けていたり，家族が見ているテレビの音が入っ

てきたり，兄弟が泣いていたり，親が Zoom で会議

に参加している声が聞こえてくる）。④プリンター

が自宅にない生徒がほとんどのため紙媒体の教材を

使用することができない。筆者はほとんどの教材が

Microsoft Word での作成であったため，Google Doc

に変えて，フォースコピー（学生が Google の共有

ファイルを開いた時にオリジナルのファイルではな

 
7 生徒のコンピュータ上での活動をリモートで見守る

ことができるシステム 
8 TA とは教師ではなく生徒を見守るためだけに受信校

の教室にいる職員のことである。 

く自動的にコピーが作成される）できる状態にする

のに手間がかかった。⑤テクニカルな問題を生徒自

身で解決できない。これは，2020 年 9 月の新学期

からはかなり体制が整い，学校のホームページにテ

クニカルサポートがいつでも受けられるように

SOS ボタンが設けられた。また，テクニカルサポ

ートの担当者がいつでもリモートでサポートできる

ように，生徒の Chromebook にリモートアクセス用

のアプリをいれた。⑥個々人のインターネット環境

の状況が違う。生徒が家でインターネットにアクセ

スできるよう，学校側が WiFi 接続機器の提供を始

めてから，少し改善が見られた。⑦TA という見守

りの目がないため，カメラやマイクなど機器の使用

に関する問題が確認できない。⑧ログインしていれ

ば出席扱いになるため，反応がない場合が多く，教

師としては聞いているのかどうかもわからない。 

このような問題は，実際にその状況になって初め

て気が付いたことである。学校側も手探りだったわ

けで，問題が発生したら WiFi 接続機器の提供や

SOS ボタンの作成など，そのつど改善していった。

コロナ禍での自宅学習では，生徒の家庭環境が学習

に大きく影響していたと考える。またその状況がも

ともと学習意欲の低い生徒にはさらにマイナス要因

として働いていたと考える。学習に集中するのが困

難で，とりあえずログインさえしておけば大丈夫と

いう感覚が時間がたつにつれて大きくなっていたよ

うに思う。教師側の視点としては，学びの状況が非

常に可視化されにくいと思った。 

 

3.4 おわりに 

今回のコロナ禍による学校閉鎖での経験から，筆

者は学習意欲の高い生徒でない限り中学生が家でオ

ンライン授業を通して学ぶのは難しいのではないか

と感じている。筆者は大学でも教えているが，大学

生だとカメラを付けて授業に参加してくる。学習意

欲の高い大学生もしくは高校高学年の生徒にとって

はオンライン授業というのは，今回のように対面で

授業が受けられない時でも，遠隔地にいて対面での

参加が難しいような時でも，オンラインで授業が受

けられるというメリットがあるが，この形態を中学

生以下に適用するためには課題が多いと考えている。 
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2021 年 2 月末（3 学期途中）に学校が再開し，オ

プション 1 の生徒は週に 2 日登校してくるようにな

ったが，その後地域の感染者数の減少に伴い 4 月

20 日から学年度終了の 6 月 18 日まではオプション

1 の生徒の登校は週 4 日に増加した。 

しかしながら，2021 年 9 月から始まった新学期

でもこのオプション 1，2 の選択肢を残すことが決

定し，現在でも，オンライン授業は継続的に実施さ

れている。しかも，オンライン授業のみのオプショ

ン 2 は，学区の方針でバーチャルバージニアという

オンライン授業を提供している組織に授業が委託さ

れた。これからコロナ禍が収束してもオンライン授

業は増えていくだろう。このような環境下で学ぶこ

とが難しい中学生に対し，教師として何ができるか，

これが筆者の今後の課題である。 

 

4.事例 2：マレーシアの予備教育課程におけ 

るオンライン授業の記録（富岡純） 

4.1 はじめに 

 本稿では，現在，筆者が担当しているマレーシア

の予備教育課程において，2020 年度に実施したオ

ンライン授業について報告する。マレーシアでは，

2020 年 3 月 18 日に，全国を対象に政府から「活動

制限令」が発令され，人々の行動が大きく制限され

ることになり，教育現場においても，登校禁止等の

大きな影響を受けることとなった。それ以降，地域

によっては，制限内容が緩和され，一部の教育機関

では，対面授業も再開したが，筆者の所属する機関

では，学習者の出身地がマレーシア全土にわたって

いる等の要因から，1 年を通じて，授業は全て，オ

ンラインでの実施となった。 

 

4.2 対象者の概要 

筆者が所属する機関では，日本の約 20 の国公立

及び，私立大学の工学部の 3 年次に編入学するツイ

ニングプログラムを行っており，現地では，予備教

育 1 年，大学 1 年次と 2 年次教育の計 3 年間，日本

語及び理工系の専門科目について学習する。最終学

年である 3 年目（大学 2 年次）の日本語科目では，

「語彙」，「文法」，「速読」，「プレゼンテーション」，

「ディスカッション」等の授業を行うが，本報告で

は，「講義理解」という授業のオンラインでの取り

組みについて述べる。 

 学習者は，マレー系マレーシア人で，年齢は

19~20 歳である。2020 年度開始時までの 2 年間での

日本語学習の総時間は約 850 時間で，日本語能力試

験 N3~N2 レベルである。学生数は 59 名で，授業は，

4 クラス体制（1 クラス 14~15 名）で行った。 

 

4.3 従来の対象授業の概要 

 本稿で取り上げる「講義理解」という授業の概要

について述べる。本授業では，学習者が日本語での

講義形式での授業を受講する際に必要とされるスキ

ルを身につけることを目指している。1）講義のポ

イントを把握し，内容を正確に理解できるようにな

ること，そして，2）必要に応じてメモを取り，授

業後に理解を深め，自分でノートにまとめられるよ

うになること，さらに，3）講義内容について，記

述して説明することができるようになることを，到

達目標としている。授業は，1 コマ 90 分で，前期

と後期，それぞれ 7 回ずつ行い，講義のトピックと

して，前期は，主に科学技術に関する基本的な話題，

後期は，日本の文化に関する話題を取り上げている。 

 2019 年度まで実施していた，対面での授業の各

回の流れについて，以下に順に示す。 

1） 学生は，大教室で 15 分程度の講義を聞き，配

布された資料を参考にしながら，メモを取る。 

2） 講義終了後，各クラス（約 15 名）に分散し，

講義の内容確認問題等を行う（約 60 分）。 

3） 翌週，自身の講義ノートを参照しながら，講義

に関する約 200 字程度の記述クイズに答える。

（約 15 分） 

評価については，学期ごとに，平常点（7 回の記

述クイズ）と期末試験の結果から算出する。 

 

4.4 オンライン授業での取り組み 

4.4.1 2020 年度前期 

 対面での授業が不可能となったことから，上記の

授業をオンライン形式で実施することとした。資料

の配布や課題の提出には，Google Classroom を使用

し，授業は Zoom を用いた。 

 原則として，従来の授業形式を踏襲し，オンライ
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ンへの移行に伴う変更は，最低限に抑えたいという

方針を教員間で定めた。ただし，授業時間が 90 分

から 60 分に短縮されたこと，オンライン上でのク

ラス設定（大教室から各クラスへの移動）が困難で

あること，クイズ実施における不正の可能性など，

事前にいくつかの問題点が想定されたことから，そ

れらを解決すべく以下の流れで，授業を行った。 

1） まず，全学生（59 名）は，事前に配布された資

料を参照しながら，Zoom でいっせいに講義を

聞く。（約 15 分） 

2） 講義終了後，引き続き，1 クラスで，内容確認

を行う。（約 45 分） 

3） 記述クイズは実施せず，レポート課題とし，各

自 Word で作成したものを，1 週間以内に

Google Classroom に提出する。 

評価は，平常点（7 回のレポート）と，期末課題

レポートをもとに行った。 

 前期終了段階で，次のような問題点が，指摘され

た。 

・本来，15 名程度に分かれて行っていた内容確認

が，大人数での実施となったため，インタラクテ

ィブな活動が不十分であった。 

・レポートの解答に，他の学生，あるいは，インタ

ーネットからの流用と疑われるものが散見された

ことから，学生の理解度の把握，そして，評価の

実施が非常に困難であった。 

4.4.2 2020 年度後期 

 前期での問題点をわずかでも解決すべく，後期は，

以下のような流れで授業を行った。 

1）学生は，初めから，Zoom 上で 4 つのクラスに 

分かれて，講師により予め録画された講義の動 

画（約 15 分）を視聴する。この動画は，全クラ 

スで同一のものである。 

2）動画視聴後に，それぞれのクラスで，内容確認 

を行う。（約 30 分） 

3）翌週の授業開始時に，記述クイズを実施する。

（約 15 分） 

前期の反省として，レポート課題の場合，不正の

可能性が疑われること，そして，Word での文章作

成のため，学生の手書きの能力が低下するといった

点が挙げられたため，後期は，以下の流れで記述ク

イズを実施した。①決められた時間（クイズ開始時

間）に Google Classroom 上で問題を発表し，②学生

は，各自で予めプリントアウトしておいた解答用紙

に，手書きで解答を行い（15 分），③スキャン，あ

るいは，スマートフォンで撮影した解答用紙を

PDF ファイルに変換して，制限時間内（5 分）に

Google Classroom に提出する。 

また，学期末の評価も，前期はレポート課題であ

ったが，後期は，上記の記述クイズの流れを組み込

み，オンライン上で，大問ごとに解答時間を区切っ

て，試験として行った。 

 前期の反省を踏まえて改善を行った後期の実践で

は，問題点のいくつかは，解消に近づいたと考えら

れる。まず，講義終了後の，各クラスでの内容確認

が少人数になったことで，前期と比べ，より対面授

業に近いインタラクティブな活動が行えた。また，

記述クイズ，学期末試験でも，学生の解答について

は，記述内容，そして漢字の書き等の点において，

一人一人の学習者の能力が十分に識別できる評価方

法であったと思われ，改善による一定の成果が挙げ

られた。 

 

4.5 学生の反応 

 以下に，年度末に学生に対して行ったアンケート

の結果をもとに，オンライン授業のメリット，デメ

リットについてまとめる。ただし，学生の回答は，

本稿で取り上げた「講義授業」についてのみのもの

ではなく，理工系を含めた，プログラム全体の授業

への感想である。 

＜メリット＞ 

・自律学習の大切さが理解でき，自身の成長につな

がった。 

・リラックスして，授業に臨めた。 

・授業を記録して，繰り返し学ぶことができた。 

・宿題の提出が楽になった。 

・試験のとき，あらゆる資料を見ながら答えること

が許可されたので，取り組みやすかった。 

＜デメリット＞ 

・授業中，クラスメートの助けが得られなかった。 

対面授業のときのように，気軽に教師に質問でき

なかった。 
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・長時間，パソコンの前にいるので，目が疲れ，ま

た，集中力が途切れることもあった。 

・理工系の授業で，実際の実験ができなかった。 

・自宅では，兄弟も多くおり，適切な学習環境が得

られなかった。 

・通信上のトラブルで，声が聞き取りにくくなった

り，また授業自体に出席できないこともあった。 

・宿題の量が増えた。 

 

4.6 おわりに 

 1 年間のオンライン授業を通して，試行錯誤の連

続ではあったが，新しい取り組みに挑戦することで，

改めて，これまで実践してきた教育活動の核の部分

を見つめ直しながら，臨機応変に対応していくこと

の意義を痛感した。今後も，ICT の活用方法をしっ

かりと学びながら，より効率的で効果的な授業の実

践を目指していきたい。 

 

5.事例 3：香港民間日本語学校におけるオン 

ライン成人日本語クラス（藤本真理子） 
5.1 はじめに 

筆者は，香港の民間日本語学校と，香港日本人補

習授業校でクラスを持っており，通常は対面で授業

を行っているが，コロナ禍では，どちらもオンライ

ン授業を実施した。今回は，民間日本語学校の成人

クラスで実施したオンライン授業の概要について報

告する。まず，担当クラスについて記述し，次に，

オンライン授業で使用したツールとその工夫を示し，

オンライン授業中の学生の反応を紹介する。最後に，

香港でオンライン授業を行った上で感じたメリット

とデメリットを記述する。 

 

5.2 実施したオンライン授業 

5.2.1 担当クラスについて 

筆者がオンライン授業を実施したのは，「N1 能力

試班」という日本語能力試験 N1 合格を目指す成人

対象のコースの中の，最も上のレベルに位置するク

ラスであった。この学校では，基本的に 1 学期に 1

回 2 時間の授業を 24 回行う編成になっているが，

「N1 能力試班」は 4 学期分，つまり，約 2 年間で

課程を修了することになっている。各学期の終了時

に筆記テストが実施され，それに合格することで次

の学期に進めるように設定されている。 

筆者がこのクラスを担当したのは 2020 年 10 月か

らで，3 学期目の課程を途中まで終わった段階にあ

り，12 月から最終学期の 4 学期目に入り，半年後

の 2021 年 5 月末に修了を迎えることになっていた。

受講生は 13 名で，その中で実際に N1 の受験を予

定している学生は半分以下であった。多くの学生に

とって，このコースの受講目的は，N1 合格のため

ではなく，日本旅行や日本のドラマ，アニメ，ゲー

ム等を楽しむためといったもので，全員趣味として

日本語を勉強していた。 

5.2.2 オンライン授業の使用ツールと工夫 

このクラスは N1 合格対策用のコースに位置づけ

られているが，多くの学生が合格を目的としている

わけではないので，コロナ禍前の通常の対面授業で

は，テキストによる学習を軸にペアワークなどの活

動をふんだんに取り入れて，コミュニケーション重

視の授業を行っていた。 

対面授業の時は，Microsoft のパワーポイントを

教室内のテレビに映して授業を進行し，授業後に

Google フォームで簡単な振り返りを提出させてい

た。12 月の最終学期開始と同時に，香港に新型コ

ロナの第 4 波が到来し，対面授業は Zoom を使用し

たオンライン授業に全面的に切り替わった。使用し

た ICT ツールは Zoom，Padlet9，Google フォーム，

Google ドライブ，WhatsApp10である。学習管理シ

ステム（Learning Management System, 以下 LMS）

が設置されていないため，資料の配布や課題の提出

等の問題があったが，Google ドライブと Padlet を

使用することで，問題を解決した。 

学生には，Zoom での同時双方向型の授業前に，

対面授業で配布していた各課の新出語彙表や問題プ

リントを Google ドライブからダウンロードしても

 
9 文字，画像，動画などが共有できるオンラインサー

ビスである。 
10 テキストメッセージや音声メッセージを送信したり，

音声通話やビデオ通話を行ったり，画像，ドキュメン

ト，ユーザーの場所，その他のコンテンツを共有した

りすることができるオンラインサービスである。 
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らった。毎回，授業の最初に交互に行っていた紙ベ

ースの漢字テストと語彙テストは Google フォーム

での実施に変更し，問題の最後は，日本語入力の練

習も兼ね，近況報告などを記入してもらい，筆者が

各テストの近況報告欄をスプレッドシートでクラス

全員と画面共有し，会話の話題とした。同時双方向

型の授業中にトラブルはつきもので，何度か Zoom

のホストである筆者の接続が切れてしまうこともあ

ったが，連絡用ツールとして WhatsApp グループを

作っておいたので，問題なく授業が進行できた。授

業内外のクラスメートとのインタラクティブな学び

としては，Padlet を LMS のように使用した。1 つは

掲示板の役割として，教員からのお知らせ，授業に

使用したスライドの PDF やリンクを知らせるボー

ドとして活用した。それ以外に，宿題提出ボードと

して，Padlet のシェルフという連なった列ごとにコ

ンテンツを追加できるデザインを使用し，1 学生 1

列で設計し，自分の名前の列を宿題提出の場とした。

ここでは，全員の宿題の取り組みを見ることができ，

それを参考に投稿できるほか，他者の投稿にコメン

トができるように設定して，ピア活動が行えるよう

にした。さらに，個人ごとのボードを用意した。発

音練習の動画や作文課題は，学生がそれぞれ自分用

の個人ボードに投稿し，学生本人と教員のみが閲覧

できるようにした。 

 香港は，コロナ禍以前から警察とデモ隊の衝突で，

不安定な状況が続いており，高等教育機関を中心に

LMS の整備が進んだが，民間日本語教育機関では

LMS 設置は難しく，Padlet を使用することで必要な

情報の共有と学習の可視化ができるよう工夫した。 

5.2.3 評価方法 

2021 年 1 月末から制限はあるものの段階的に対

面授業が許可され，希望者は Zoom での参加を許可

するハイブリット型で授業が行われた。ほとんどの

学生が，毎回対面授業に参加していたが，一部

Zoom で自宅からの参加を続ける学生もいた。香港

の防疫措置は日本に比べるとかなり厳しく，一時期

は全学校無期限休校や 2 名以上の集会の禁止などが

あった。少しずつ緩和され，コース終了時に実施さ

れる筆記テストは，通常通り対面で行われた。この

筆記テストは，聴解問題を含む 100 点満点の筆記テ

ストで，50 点以上で合格となる。 

5.2.4 学生の反応 

オンラインでも対面でも毎回の授業後は，Google 

フォームを使用した振り返りを行っており，学生か

らは「オンライン授業が思ったより順調です」

「（Zoom や Padlet を使ったオンライン授業は）授

業内容が充実している」という肯定的な意見があっ

た。それでも対面授業が再開すると，ほとんどの学

生から対面に戻ったことを喜ぶ意見が書かれた。学

生たちにとって，このクラスは完全な趣味の時間で

あり，他者との接触を極端に禁止されている香港で，

同じ趣味の仲間と日本語で思いきり話せるストレス

発散の場になっているのだろう。 

 

5.3 オンライン授業のメリットとデメリット 

オンライン授業のメリットは，どんなに催涙弾が

飛び交っていようと，自宅マンションがロックダウ

ンされようと，学習を続けられることだろう。香港

はコロナ禍以前にも学校の閉鎖があり，不安とスト

レスの多い状況であった。実際，勤務校のあるエリ

アは，警察とデモ隊の衝突が頻発し，市民には危険

エリアと認知されていた。また，コロナ禍では，コ

ロナ発症者が確認された建物は即時ロックダウンさ

れ，建物内に滞在していた人は，陰性であると証明

されるまでは外出が禁止されている。この処置がは

じまった直後，勤務校のすぐ近くの通りがロックダ

ウンされたこともあった。このような状況下で，自

宅から安全に学習が継続できるというのは，オンラ

イン授業の最大のメリットであると考える。中には，

仕事が忙しく，授業開始に間に合わないため，

Zoom で参加するという学生もいた。どこからでも

授業に参加できるので，以前なら欠席するしかなか

った場合も，リモートワークの合間に参加できる。 

デメリットは，香港の場合，受講環境の整備が挙

げられる。香港は不動産価格が高く，狭い住居に家

族で生活している場合が多い。学習者は，基本的に

マイクオフで発言時のみマイクをオンにしてもらう

が，その一瞬でも家庭から様々な音が聞こえ，集中

しにくい環境で受講しているのを感じた。家族やペ

ットにも登場してもらい，状況を活かした活動も行

っていたが，集中して学習するという点では，難し
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い家庭も多い。 

また，学習者は，授業前後や休憩時間のクラスメ

ートとの雑談の時間を重要視しているようであった。

対面授業中は，同じ趣味の仲間と，共通の話題で会

話できるだけでなく，台湾出身の学生は，故郷の台

湾語が話せる他の学生との雑談を楽しんでいるよう

だった。オンライン中は，Zoom のブレイクアウト

ルーム機能を使い，授業の初めにグループで近況報

告をしてもらっていたが，教師は全てのブレイクア

ウトルームを回るには時間がかかるし，俯瞰的に学

生の様子を覗くことはできない。オンラインでは，

学生の機微を読むのは難しいと感じた。 

 

5.4 おわりに 

急遽，授業のオンライン化を迫られた世界中の教

師は，苦難の連続だったことだろう。それでもなん

とか学びを止めなかったことは誇りに思っていいの

ではないか。いまだコロナ禍から抜け出せず，以前

のような，他者との接触に対して制限のない授業が

行えない中で，最大限に学生の学びのためにできる

ことを探して授業を行ってきた。このような悪戦苦

闘する日々は，今までの自身の授業を再考し，教員

として学びの機会ともなった。 

 

6.考察 

上記 3 つの事例について，同価値理論の観点から

オンライン授業への移行がいかになされたかを検証

する。各事例のコロナ禍前，コロナ禍における授業

形態，資料配布や課題提出の方法，教室活動，評価

等をまとめ，同価値であったか否かをまとめたもの

が表 1 である。同価値の場合は「○」，同価値以上

の場合は「＋」，同価値ではない場合は「－」と記

した。 

事例 1 はもともと，教授者が対面で授業を行って

いる送信校と，TA と生徒がオンラインで参加する

受信校の間での同時双方向のハイブリッド授業であ

った。コロナ禍の影響で学校が閉鎖されたため，非

同期の形態に移行した。その後，学校が再開し，送

信校にて対面で授業を受ける生徒，受信校にてオン

ラインで授業を受ける生徒，自宅からオンラインで

授業を受ける生徒を対象としたブレンディッド授業

となった。このように，異なる形態の授業を提供し

ているため，生徒の学習経験はそれぞれ異なるが，

各種 ICT 技術を駆使し授業を実践することにより，

全体的に同価値の経験を全生徒に提供したと言える。

また，特に非同期の授業では，教師とのやりとりが

大きく制限されるため，メール等の手段に加え，オ

ンライン上のオフィス・アワーを設けている。結果

的に，教室のみでのやりとりよりも豊富な機会を提

供することになり，同価値以上であったと言える。

しかしながら，教師が同価値の授業を提供したもの

の，生徒の自宅の環境，見守る者の不在などにより，

従来と同じように全生徒が学べたとは言えない状況

でもあった。また，授業への出席が任意とされ，成

績がつけられないことについては，今回のコロナ禍

という特殊な状況が大きく影響しているが，評価に

ついての検討は課題としてあげられるだろう。 

事例 2 は，同時双方向授業への移行に伴う変更を

最低限にするという方針のもとに実践された。コロ

ナ禍前の授業では，4 クラス合同で講義を視聴し，

その後各クラスで内容確認するという流れであった。

コロナ禍の最初の学期では，授業時間が短縮された

ことから，オンライン上ですべての活動を 4 クラス

合同で実施する形態としたが，インタラクティブな

活動が十分に行えないという問題が生じた。この反

省点をもとに次の学期にはすべての活動を各クラス

で実施することになった。インタラクティブな活動

についての問題は解消され，結果的に，同価値の授

業を提供することに成功したと言える。評価につい

ては，最初の学期では期末試験に替えて期末レポー

トを実施しているが，不正と思われるレポートが散

見されたことにより，次の学期では Google 

Classroom での出題と提出，学生による解答用紙の

撮影などの方法を用いて，コロナ禍以前と同価値の

評価が実施できたと言える。 

事例 3 は，対面授業から，まず Zoom を用いた同

時双方向授業に移行し，その後オンラインで授業に

参加する学生と対面で参加する学生を対象としたハ

イブリッド授業に移行している。Google ドライブ

や Padlet などを利用することにより，対面授業での

各種教室活動と同価値の活動を実現している。さら

に，Google フォームによる小テストの解答時に近 
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表 1 各事例の試みと同価値理論の観点からの分析 

事例 項目 コロナ禍前 コロナ禍後① コロナ禍後② 同価値 

事例
1  

形態 
同時双方向ハイブ
リッド授業（送信
校＆受信校） 

非同期授業（ビデ
オ教材） 

ブレンディッド
（同時双方向ハイ
ブリッド授業＋非
同期） 

○ 

資料配布 紙媒体 電子ファイル 
紙媒体，電子ファ
イル 

○ 

評価 
クイズ，テスト，
口頭試験 

課題提出 

クイズ，テスト，
口頭試験（Google
フォーム，flipgrid
等使用） 

○ 

その他 

授業での質問・や
りとり 

メール，LMS のメ
ッセージ，office 
hour 

授業での質問・や
りとり＋メール，
LMS のメッセー
ジ，office hour 

＋ 

授業への出席 任意 授業への出席 − 

受信校の TA の存
在 

−（自宅受講） 受信校の TA の存在 − 

事例
2 

形態 対面授業 同時双方向授業 同時双方向授業 ○ 

資料配布 手渡し Google Classroom 経
由 

Google Classroom 経
由 

○ 

課題提出 手渡し 
Google Classroom 経
由 

Google Classroom 経
由 

○ 

教室活動 

講義視聴（4 クラ
ス合同） 

4 クラス合同で視聴 各クラスで視聴 ○ 

クラスで内容確認
（各クラス） 

内容確認（4 クラス
合同） 

各クラスで内容確
認 

○ 

記述クイズ 
レポート課題
（Word） 

記述クイズ（手書
き） 

○ 

評価 対面で記述クイ
ズ，期末試験 

レポート課題，期
末課題レポート 

レポート課題，オ
ンライン上で期末
試験 

○ 

事例
3 

形態 対面授業 同時双方向授業 
ハイブリッド（同
時双方向＋対面） 

○ 

資料配布 手渡し 
Google ドライブ使
用 

Google ドライブ使
用 ○ 

課題提出 手渡し Padlet 使用 Padlet 使用 ○ 

教室活動 

− 
近況報告を会話話
題に 

近況報告を会話話
題に 

＋ 

インタラクティブ
活動 

Padlet 使用 Padlet 使用 ○ 

ピア活動 Padlet 使用 Padlet 使用 ○ 

評価 
対面で小テスト 

Google フォーム使
用 

Google フォーム使
用 

○ 

対面で筆記テスト − 
（対面で筆記テス
ト） 

− 

 

況報告をも記入させ，その内容を Google スプレッ

ドシートで共有し，会話の話題として利用している。

これは，対面授業時にはなかったものであり，同価

値以上の経験が提供できたと言える。また，この事

例の教育機関では LMS が導入されていなかったた

め，資料配布に Google ドライブ，課題の提出に
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Padlet，小テストに Google フォーム，連絡に

WhatsAPP などを用いて，対面授業と同価値の授業

を実現している。 

以上，3 つの事例について同価値理論の観点から

考察した。いずれもコロナ禍における授業はそれ以

前の授業と同価値である部分が多く，同価値以上と

判断できる試みもあった。言語教育では元々双方向

のやり取りをする授業が多く，それを同じ形でオン

ライン化すること自体が難かったことが功を奏して

いるのだろう。一方，同価値に置き換えることが難

しかったのは評価である。事例 1 では，当初学校の

方針として成績をつけないことが決定されている。

事例 2 では，試験での不正を念頭におきレポート課

題に置き換えたものの，結局不正の疑われるレポー

トがあった。事例 3 では，対面でのテストを実施し

ている。評価も，授業の重要な要素であり，オンラ

イン授業における評価のあり方については，今後も

検討が求められる課題だと言える。この他にもオン

ライン授業にはまだまだ課題はあるだろう。しかし，

オンライン授業の経験を積み重ねたことにより，オ

ンラインだからできることも分かってきているはず

である。今後オンライン授業は「同じ価値」以上の

存在になっていくのかもしれない。 
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